
加
藤
誠（
第
12
分
団
団
員
）、 

伊
藤
淳（
第
13
分

団
団
員
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）＝
坂
本
光
司

（
第
１
分
団
団
員
）、 

戸
澤
日
政（
第
７
分
団
団

員
）、 

右
谷
賢
太
郎（
同
）、 

藤
原
善
浩（
第
11

分
団
団
員
）、 

井
上
重
美（
同
）、 

福
田
一
博

（
第
12
分
団
団
員
）、 

玉
谷
孝
徳（
第
13
分
団
団

員
）、 

渋
谷
能
弘（
同
）、 

澁
谷
裕
司（
同
）、 

佐

藤
大
輔（
同
）、 

鎌
田
倫
匡（
第
14
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

▼
功
績
顕
著
者
＝
髙
橋
勇
光（
湯
竹
）、 

髙
橋

亮
子（
同
）、 

高
橋
明
莉（
同
）、 

髙
橋
敏
夫

（
同
）

▼
無
火
災
分
団
＝
第
２
分
団（
６
年
間
）

▼
退
団
者（
20
年
以
上
勤
続
）＝
小
林
薫（
元

副
団
長
）、 

杉
澤
賢（
元
分
団
長
）、 

坂
本
正
男

（
元
副
分
団
長
）、 

佐
藤
俊
悦（
元
班
長
）、 

澁

谷
義
勝（
元
班
長
）、 

畑
山
一
吉（
元
団
員
）、 

佐
々
木
繁（
同
）、 

天
川
晴
一（
同
）、 

山
田
鐵

之
助（
同
）、 

深
沢
義
一（
同
）、 

進
藤
幹
広

（
同
）、 

高
橋
一
勝（
同
）

　

式
典
で
、
松
田
町
長
は
「
災
害
発
生

の
危
険
性
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
状
況

の
中
、
心
新
た
に
町
民
の
付
託
に
答
え

て
い
く
こ
と
を
皆
さ
ん
と
誓
い
合
い
た

い
」
と
式
辞
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
購
入
費
用
へ
の
補
助
金
の
交
付
な

ど
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

「
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
築
い
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
浦
勝
二
団
長
は
訓
示
で

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
精
神
の
も
と
、
教
養
や
訓
練

を
積
み
、
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
一
層

の
精
進
・
奮
闘
を
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
消
防
活
動
で
功
績
の
あ
っ

た
88
名
、
１
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

受
章
者
を
代
表
し
て
第
14
分
団
部
長
の

照
井
浩
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
万

歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
防
災

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）＝
髙
橋
雅

憲（
第
２
分
団
副
分
団
長
）、 

長
谷
川
一（
同
班

長
）、 

照
井
毅（
同
団
員
）、 

武
藤
勤（
第
７
分

団
班
長
）、 

戸
澤
靖
幸（
同
団
員
）、 

髙
橋
秀
勝

（
第
８
分
団
班
長
）、 

田
口
正
彦（
同
団
員
）、 

大
越
正
廣（
第
11
分
団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）＝
深
澤
大

地（
第
２
分
団
班
長
）、 

進
藤
義
弘（
第
３
分
団

団
員
）、 

辻
隆
清（
第
７
分
団
団
員
）、 

関
郁
夫

（
同
）、 

泉
広
司（
同
）、 

高
松
純
一（
同
）、 

齋
藤

辰
美（
第
８
分
団
班
長
）、 

藤
原
茂（
同
団
員
）、 

佐
々
木
義
明（
同
）、 

高
橋
尚
好（
第
９
分
団
班

長
）、 

藤
井
龍
廣（
第
10
分
団
班
長
）、 

佐
々
木

正（
同
団
員
）

▼
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）＝
冨
樫
久

則（
第
４
分
団
副
分
団
長
）、 

髙
橋
次
男（
同
団

員
）、 

髙
橋
一（
第
７
分
団
団
員
）、 

武
藤
悟
志

（
同
）、 

畠
山
貞
義（
第
９
分
団
副
分
団
長
）、 

髙
橋
孝
夫（
同
団
員
）、 

髙
橋
孝
広（
第
10
分
団

団
員
）、 

熊
谷
正
男（
第
11
分
団
班
長
）、 

泉
谷

幸
三
郎（
第
13
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）＝
髙
橋
博（
第

１
分
団
部
長
）、 

坂
本
浩
一（
第
８
分
団
団
員
）、 

藤
井
孝
志（
同
）、 

鈴
木
剛（
第
10
分
団
団
員
）、 

佐
藤
一
徳（
同
）、 

高
橋
辰
雄（
第
12
分
団
団

員
）、 

照
井
和
夫（
第
13
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会

大
仙
市
仙
北
市
美
郷
町
支
部
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）＝
戸
澤
清
信

（
第
２
分
団
団
員
）、 

坂
本
竜
也（
同
）、 

高
橋

真
也（
第
３
分
団
班
長
）、 

髙
橋
司（
同
団
員
）、 

加
藤
敏
博（
同
）、 

樽
川
竜
広（
同
）、 

佐
々
木

和
寛（
同
）、 
髙
橋
誠
一（
第
４
分
団
団
員
）、 

佐
々
木
正
春（
第
６
分
団
団
員
）、 

髙
橋
仁（
第

７
分
団
団
員
）、 
斉
藤
幹
夫（
第
９
分
団
団
員
）、 

髙
橋
弘
樹（
同
）、 

伊
藤
剛（
第
11
分
団
団
員
）、 

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章
＝
深
沢
修
一（
第
７
分
団
班
長
）、 

髙
橋
昌
平（
同
）、 

大
類
正（
第
12
分
団
班
長
）、 

照
井
浩（
第
14
分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
勤
続
）＝
高

橋
英
喜（
第
10
分
団
分
団
長
）、 佐
々
木
徹
男

（
第
11
分
団
分
団
長
）、 梅
川
幸
八
郎（
同
副
分

団
長
）、 

千
葉
長
一（
第
13
分
団
班
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
勤
続
）＝
高
橋
忠

美（
第
７
分
団
分
団
長
）、 

照
井
孝
一（
第
13
分

表
彰
者（
敬
称
略
）

美
郷
町
消
防
出
初
式

平成23年5月31日まで必ず
設置しましょう。設置場所
は寝室と階段です。

　町内で購入した住宅用火災警報器に、１世帯
あたり購入費用の２分の１（上限５千円）の額
を助成しています。手続きには商品の領収書
（購入者の氏名入り、レシート不可）と製品カ
タログ等の写しが必要です。
問●町住民生活課　環境安全班☎0187-84-4903

購入費用に補助金を
交付しています。

第
1
回

町
議
会

臨
時
会

可
決
さ
れ
た
案
件

　

平
成
23
年
第
１
回
美
郷
町
議
会
臨
時
会

が
１
月
14
日
に
開
か
れ
、
平
成
22
年
度
美

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　

■
平
成
22
年
度
美
郷
町
一
般
会
計

　

補
正
予
算
第
７
号

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
関
連
記

事
→
18
ペ
ー
ジ
）
に
要
す
る
経
費
（
３
９

１
万
５
千
円
）
、
坂
本
東
嶽
邸
耐
震
補
強

計
画
の
作
成
業
務
委
託
に
要
す
る
経
費

（
60
万
円
）
の
増
額
な
ど
、
歳
入
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
２
９
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
１
６
億
３
，
１
９
３
万
５

千
円
と
し
ま
し
た
。

美
郷
町
豪
雪
対
策
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

美
郷
町
で
は
、
１
月
13
日
８
時
50
分
に
「
美
郷
町
豪
雪

対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
町
内
６
カ
所
の
観
測
点

の
積
雪
は
、
１
月
21
日
現
在
、
平
均
で
１
３
８
・
３
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
今
後
も
大
雪
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雪
に
よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。　

　

１
月
４
日
に
美
郷
町
公
民
館
で
平
成

23
年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

町
消
防
団
14
分
団
の
２
６
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
美

郷
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
前
で
は
、
松

田
町
長
に
よ
る
観
閲
や
各
分
団
員
に
よ

る
力
強
い
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

美郷町豪雪対策本部（総務課内）☎0187-84-1111（代表）
除雪に関すること　（建設課）　☎0187-84-4910
　北除雪センター　（千畑地区）☎0187-85-2852
　中央除雪センター（六郷地区）☎0187-84-3730
　南除雪センター　（仙南地区）☎0187-83-2118
農業施設について　（農政課）　☎0187-84-4908
雪害事故防止について（住民生活課）☎0187-84-4903

除雪ボランティアが活躍

　１月からの豪雪を受けて、町内では一人暮
らしの高齢者世帯の除排雪作業に多くのボラ
ンティアが協力し、活躍しています。
　１月16日には、
町社会福祉協議会
が主催する一斉除
雪ボランティアが
行われ、千畑中学
校の生徒や町民の
皆さん、町職員な
ど、あわせて約140名が参加し、千畑地区に住
む一人暮らしの高齢者世帯の除雪作業を行い
ました。また、１月下旬には六郷地区、仙南
地区でも同ボランティアが行われました。町
社会福祉協議会では、２回目の作業を２月３
日（六郷地区）、２月４日（千畑地区）、２
月22日（仙南地区）にそれぞれ行う予定です。

●一人暮らし・高齢者世帯に支援をお願いします
・一人暮らし世帯や高齢者世帯の雪下ろしや除排雪に地域の皆さ
　んのご協力をお願いします。

●スムーズな除雪作業のためご協力ください
・「除雪車が出入り口に雪を置いていって困る」という苦情があ
　りますが、道路の除雪作業は皆さんのご協力のもとに成り立っ
　ています。ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。
・流・融雪溝を使用した後は、各自責任を持って必ずフタを閉め
　てください（関連記事→26ページ）。
・降雪時間や積雪状況によっては除雪作業が遅れる場合がありま
　す。順次、作業を行いますので、ご了承ください。

●雪下ろし中の事故防止のために
・屋根の雪のゆるみに注意しましょう。
・ヘルメットや命綱などを必ず付けて作業しましょう。
・はしごは倒れないようにしっかりと固定しましょう。
・雪下ろしは複数で行いましょう。やむを得ず一人で作業する
　ときは、家族や隣近所に声をかけましょう。

●除雪機での事故防止のために
・機械に巻き込まれやすい服装での作業は止めましょう。
・詰まった雪はエンジンを止めてから取り除きましょう。
・周囲の人に注意しながら作業しましょう。

●農作物等の被害防止のために
・園芸用・畜産施設の屋根上や側面の早めの除雪を心がけてく
　ださい。不作付けのビニールハウスなどは屋根のビニールを
　取り外してください。
・果樹の樹上の雪下ろしと、雪に埋もれた枝の掘り起こしを行
　い、樹体の破損防止を徹底しましょう。

※広報美郷お知らせ版１月14日号と一緒に配布しているチラシ
「美郷町豪雪対策本部からのお知らせ」も合わせてご覧ください。

【連絡・問い合わせ先】

広報美郷平成23年2月 1415 広報美郷 平成23年2月


